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　当該資産の解体・除去費用（cost of dismantling 






































　　　　  資産除去債務   823,627 ※ 1
※ 1　 900,000 ÷ 1.033 ≒ 823,627
（B）：（借）減価償却費　　1,941,209 ※ 2
　　 利 息 費 用　　   24,709 ※ 3
　　（貸）減価償却累計額  1,941,206
　　　　 資産除去債務　   24,709
※ 2　5,823,627 ÷ 3 年＝ 1,941,209



















































入費用額（amount of borrowing costs eligible for 
capitalisation）は算定される（IAS23,par.14）。




る 3 億円（利率：年 3％、利払日：12 月 31 日、
返済期限：× 3 年 12 月 31 日）の一部を流用し
ているが、このほかに取引銀行 B から 1 億円（利
率：年 4％、利払日：12 月 31 日、返済期限：
× 4 年 12 月 31 日）の資金も借り入れている場
合、（A）資産化率の計算および（B）t1 期末の
仕訳は次のとおりである。
（A）：（300,000,000 × 3％＋ 100,000,000 × 4％）
÷ 400,000,000 ＝ 3.25％
20　　資産会計の論点―IFRS における資産会計をたたき台にして―
（B）：（借）支払利息　　　　13,000,000
　　  建設仮勘定　　　 1,950,000
　　（貸）現金預金　　　13,000,000
　　　　   支払利息　　　 1,950,000*




































































































































































































































という）の形で 1990 年 6 月に承認された（菊
谷〔1997〕351 頁）。











































































であった（菊谷〔2007〕42 ～ 43 頁）。
　たとえば、t1 期首に 1,000 万円で土地を取得
し、t1 期末に 1,300 万円と再評価され、t2 期末
に 900 万円に下落し、さらに t3 期末に 1,200 万

















　　　　  利益剰余金 2,000,000



















































































　わが国の「基準 9 号」も基本的に IAS2 の規
定に収斂しているが、評価損の翌期における会

















































































































































































測消費パターン（expected pattern of consumption 





























































less costs of disposal）と「利用価値」（value in 
use）のいずれか高い金額である。「公正価値」
とは、測定日に市場参加者間における秩序ある

























































































































32 項）。IFRS3（pars.54 ～ 55）が「のれん」に
減損処理を強制適用するのに対し、わが国の「基











































































































正価値 ｣（fair value less costs to sell）は、IAS16














の利用が最高 ･最良の利用（the highest and best 
use）となっている有形固定資産にとって、正
味売却価格は非常に低く、極論すれば、捨て値
（scrap value）である（van Zijl and Whittington
〔2006〕p.32）。

































額を200 万円（＝100 万円×2 年）から220 万















IAS2（1975 年）（pars.13 and 26）では、各国に
おける当時の会計実践の寄せ集めであったた
め、後入先出法、基準在高法も容認されてい
た。1989 年公表のE32 および1990 年承認の



























　　（貸）再評価剰余金 300,000 ※ 2
　　　　  減価償却累計額 200,000 ※ 3
　　※ 1（3,300,000 ÷ 3,000,000）× 5,000,000
　　　　　　－ 5,000,000=500,000
　　※ 2       3,300,000 － 3,000,000=300,000
　　※ 3（3,300,000 ÷ 3 年－ 2,000,000 ÷ 2 年）














　　　　  減価償却累計額 2,200,000
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